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I Bp- 1　　　特別養護老人ホームにおけるショ' ■トステイ利用実態に関する研究

　　　　　　○立松麻衣子＊、斎藤功子＊＊、西村一朗*3
　　　　　　（＊奈良女大・院、＊＊池坊短大＊3奈良女大）

　【目的】本研究は、特別養護老人ホーム（以下、特養と略す）のシa ートステイを利用

する高齢者（以下、利用者と表現する）および介護者の利用実態を把握し、望ましい施設
計画および施設運用を検討することを目的とする。

　【方法】奈良県特養のショートステイを利用している介護者138人を対象にアンケート

調査を行い利用実態を把握する｡利用者の実態把握については介護者評価によるものとし、

利用者の心身状況については正確さを要するために施設職員により記入を求める。

　【結果】シ3トステイの利用形態として、介護者が在宅介護を継続させるために計画

的に利用する形態が多いことが確認できた。利用者の利用後の精神状態の変化は、痴呆が

ないまたは軽度である、および日常生活においてほぼ自立している方が利用後の精神状態
が安定する傾向にあった。一方利用後の後退変化としては、排泄状況の変化について比較

的低い評価が得られた。また、介護者は介護時に精神的な負担感を最も強く感じており、

利用期間中は主に精神的、身体的、時間的な負担感が軽減することが確認できた。しかし

利用により利用者のＡＤＬ低下や痴呆症状の進行等の影響がある場合に、介護者にとって

は利用後の在宅介護が困難になることが確認できた。介護者の75％が在宅介護継続のた

めには在宅サービスのなかでショートステイの充実を最も求めており、有効なサービスで

あると言えるが、現行のサービスに対して申し込み。利用期間、ケア内容に関する要望が
挙げられた。このことから施設側は利用者が在宅生活者であり、主に家族によって介護を

されていることを考慮したサービスの提供と､施設計画の検討が可能であると考えられる。

１ Bp- ２ シルバーピア住宅における高齢者の住生活と居住空間に関する研究

　　　　　　ｏ楊麗婚、月丿閲子*沖田富美子”

　　　　　　(＊北海道女大、”日本女大）

［目的1　シルバーピア住宅における高齢者の住生活と居住空間の関係を把握するための基礎的な

データーとして、居｛mi動の時間および在宅・外出行動状況から住生活の特性

を明らかにする。

［方絢調査対案者は1987～1993年までに入居した東京都全喩s地区のシルバーピア住宅である

　（1毀S年､基本調査,1823世帯対象､回収率83.ﾌﾟ7%J*=152S)|。本報llよ同時期B3地区より層化無作為抽出

したi喇区に行った詳細莫迦7）データーをもとに分析する(369ift帯対象.回収率;94.1％J≪{=336) 。

帥果1生理的行動の時間としては、睡眠（就寝、起床）と食事（帆昼、夕食）行動に対する

時間配分からとらえた結果、起床や就場時間によって「規則タイプ」と「不規則タイプ」に分

けられ、「規則タイプ」のものが約半数(47.0%）を占めている。特にこれらタイプと属性との

関係では男性に「不規則タイプ」のものが多く、病弱者や無職のものは朝遅く起床し、夜早く

就寝するものが多い。食事時間については。全般的に年齢の高いもの、身体状況の弱いもの、

そして無聊7）ものに朝食時間が遅く、夕食時間が早いもの力多い。1勁む・外出行動の状況をタ

イプ分けした結果、「外出タイプ」と「在宅タイプ」とに分力すしるが、「外出タイプ」より

　「在宅タイプ」の方ｶ嗜・い。加齢や病弱ににともない「在宅タイプ」が増加する傾向がある。

タイプ別の外壮l特性をみると、両タイプとも外出頻度は「１日１回」とするものが最も多い。

その主目的も買い物、通院、散歩力倆タイプともに同じ傾向を示し、外出7）時間帯は午前10～12

時と午後2～4時がピーク時となっている。なお短時間(2時間内）の外出が７割と多く、うち１

日１回のみ外出するものが４割以上を占めている。
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